
将来の船員として活躍を期待！

　沖縄
海
事
産
業
人
材
確
保
・
育
成
推
進

協
議
会
（
事
務
局
：
沖
縄
総
合
事
務
局

運
輸
部
）
は
、
若
年
内
航
船
員
の
人
材

確
保
・
育
成
の
た
め
、
高
校
生
・
中
学

生
を
対
象
に
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
る

取
組
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

 

　四
面
を
海
に
囲
ま
れ
た
我
が
国
に
お
い

て
、
船
舶
に
よ
る
海
上
輸
送
は
、
国
民
生

活
及
び
経
済
活
動
並
び
に
観
光
振
興
等
に

欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
中
、
今

後
の
安
定
的
な
海
上
輸
送
を
確
保
す
る
に

あ
た
っ
て
は
、
海
上
輸
送
を
担
う
船
員
の

安
定
し
た
確
保
育
成
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

特
に
内
航
海
運
に
お
い
て
は
、
年
齢
構
成

を
見
る
と
50
歳
以
上
の
割
合
が
５
割
程
度

と
高
い
状
況
に
な
っ
て
お
り
、
数
年
後
に

は
船
員
不
足
が
生
じ
る
と
予
測
さ
れ
、
海

上
輸
送
を
維
持
・
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め

に
は
、
若
年
内
航
船
員
の
確
保
が
喫
緊
の

課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　沖
縄
県
に
お
い
て
も
全
国
と
同
様
の
傾

向
が
あ
る
た
め
、
沖
縄
海
事
産
業
人
材
確

保
・
育
成
推
進
協
議
会
で
は
、
内
航
船
員

の
仕
事
に
興
味
を
持
つ
き
っ
か
け
を
作
り
、

将
来
、
職
業
と
し
て
内
航
船
員
を
選
択
し

て
も
ら
う
た
め
、
各
種
取
組
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　高
校
生
に
対
す
る
取
組
と
し
て
は
、
令

和
６
年
７
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
沖
縄
水

産
高
校
、
宮
古
総
合
実
業
高
校
の
生
徒
を

対
象
に
県
内
の
船
社
の
協
力
を
得
て
、
内

航
船
（
貨
物
船
、
旅
客
フ
ェ
リ
ー
な
ど
）

で
「
就
業
体
験
（
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）」

を
実
施
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
生
徒
か
ら

は
「
普
段
経
験
で
き
な
い
こ
と
を
体
験
で

き
た
」「
内
航
海
運
の
仕
事
に
魅
力
を
感
じ

た
」
な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　中
学
生
に
対
す
る
取
組
と
し
て
は
、
同

年
７
月
31
日
に
沖
縄
水
産
高
校
で
、
中
学

生
の
ほ
か
、
保
護
者
や
教
員
も
対
象
に
、

船
員
の
仕
事
や
資
格
に
つ
い
て
の
説
明
や

操
船
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
体
験
、
実
習
船
の

見
学
な
ど
の
「
体
験
学
習
」
を
実
施
し
ま

し
た
。
ま
た
、
11
月
11
日
に
は
宮
古
総
合

実
業
高
校
の
協
力
を
得
て
、
伊
良
部
島
中

学
校
の
生
徒
へ
同
様
の
「
体
験
学
習
」
を

実
施
し
ま
し
た
（
操
船
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー

体
験
を
除
く
）。参
加
し
た
生
徒
か
ら
は「
船

員
と
い
う
仕
事
に
興
味
を
持
っ
た
」「
船
員

に
な
る
た
め
に
水
産
高
校
へ
の
進
学
を
考

え
た
い
」
と
い
う
声
も
あ
り
ま
し
た
。

　運
輸
部
で
は
今
後
と
も
、
若
年
内
航
船

員
の
人
材
確
保
・
育
成
に
向
け
た
取
組
を

積
極
的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

お
問
合
せ
先

　運
輸
部
　船
舶
船
員
課

　☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
８
３
８

～中高生を対象に就業体験・
体験学習を実施～

就業体験（乗船風景）

体験学習（シミュレーター体験）

体験学習（船員の仕事説明）

体験学習（実習船見学）

仕
事
の窓窓

運輸部 No.17

お
問
合
せ
先

　南
部
国
道
事
務
所
　調
査
第
一
課
　

　☎
０
９
８ ‒ 

８
６
１ ‒ 

２
３
３
６

「
第
１
回
胡
屋
地
区

交
通
結
節
点
整
備
検
討
委
員
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
！

「
名
護
市
総
合
交
通

タ
ー
ミ
ナ
ル
検
討
部
会
」を

開
催
し
ま
し
た
！

　令
和
６
年
10
月
24
日
に
、
沖
縄
市
の
沖

縄
ア
リ
ー
ナ
に
て
、「
第
１
回
胡
屋
地
区
交

通
結
節
点
整
備
検
討
委
員
会
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

　本
会
は
沖
縄
市
胡
屋
・
中
央
地
区
に
お

け
る
公
共
交
通
・
自
動
車
・
自
転
車
・
徒

歩
等
の
各
種
交
通
モ
ー
ド
間
の
連
携
強
化

及
び
、
沖
縄
市
の
ま
ち
づ
く
り
と
一
体
と

な
っ
た
交
通
結
節
点
整
備
の
具
体
化
に
向

け
た
検
討
会
の
第
１
回
と
し
て
開
催
さ
れ

た
も
の
で
す
。

　検
討
会
に
は
学
識
関
係
者
、
バ
ス
や
タ

ク
シ
ー
等
の
交
通
事
業
者
、
商
業
等
事
業

者
、
行
政
各
関
連
部
署
等
含
め
て
、
約
30

名
が
出
席
し
、
交
通
結
節
点
整
備
の
実
現

に
向
け
て
議
論
を
行
い
ま
し
た
。

　会
議
に
お
い
て
は
、
沖
縄
市
や
沖
縄
県

か
ら
、
市
・
県
の
考
え
る
ま
ち
づ
く
り
や

人
々
の
移
動
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
ま
た

南
部
国
道
事
務
所
か
ら
当
該
地
域
の
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
や
課
題
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
た

交
通
結
節
点
整
備
の
方
向
性
に
つ
い
て
そ

れ
ぞ
れ
説
明
を
行
い
、
望
ま
し
い
結
節
点

の
実
現
に
向
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
お
立
場
か

ら
忌
憚
な
い
ご
意
見
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

　引
き
続
き
、
交
通
結
節
点
整
備
の
方
向

性
等
を
議
論
し
、
交
通
結
節
点
に
求
め
ら

れ
る
機
能
等
の
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

お
問
合
せ
先

　北
部
国
道
事
務
所
　調
査
課
　

　☎
０
９
８
０ ‒ 

５
２ ‒ 

４
３
５
０

　名
護
市
と
沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、
名

護
市
中
心
市
街
地
ま
ち
づ
く
り
と
一
体
と

な
っ
た
「
名
護
市
総
合
交
通
タ
ー
ミ
ナ
ル

計
画
」
の
策
定
に
向
け
、
令
和
６
年
７
月

９
日
に
第
１
回
目
の
「
名
護
市
総
合
交
通

タ
ー
ミ
ナ
ル
検
討
部
会
」
を
開
催
し
ま
し

た
。　第

１
回
は
、
名
護
市
を
含
め
た
北
部
地

域
に
お
け
る
地
域
・
交
通
の
課
題
、
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
に
つ
い
て
議
論
を
行
い
、
交
通

タ
ー
ミ
ナ
ル
の
目
指
す
姿
及
び
基
本
目
標

を
設
定
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
名
護
市
総

合
交
通
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
求
め
る
機
能
や
整

備
に
対
す
る
意
向
等
を
把
握
す
る
た
め
関

係
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
公
共
交
通
利
用

者
に
対
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
調

査
内
容
を
と
り
ま
と
め
、
令
和
６
年
11
月

12
日
に
第
２
回
目
の
検
討
部
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　第
２
回
で
は
、
名
護
市
総
合
交
通
タ
ー

ミ
ナ
ル
の
整
備
方
針
（
素
案
）
に
つ
い
て
、

区
域
・
施
設
配
置
の
考
え
方
に
つ
い
て
議

論
を
行
い
ま
し
た
。

　今
後
は
、
区
域
・
施
設
配
置
計
画
や
交

通
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
整
備
イ
メ
ー
ジ
等
に
つ

い
て
議
論
を
行
い
、
整
備
方
針
の
策
定
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

第１回胡屋地区交通結節点整備検討委員会の様子

第２回名護市総合交通ターミナル検討部会の様子

仕
事
の窓窓

No.15開発建設部

仕
事
の窓窓

No.16開発建設部
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将来の船員として活躍を期待！

　沖縄
海
事
産
業
人
材
確
保
・
育
成
推
進

協
議
会
（
事
務
局
：
沖
縄
総
合
事
務
局

運
輸
部
）
は
、
若
年
内
航
船
員
の
人
材

確
保
・
育
成
の
た
め
、
高
校
生
・
中
学

生
を
対
象
に
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
る

取
組
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

 

　四
面
を
海
に
囲
ま
れ
た
我
が
国
に
お
い

て
、
船
舶
に
よ
る
海
上
輸
送
は
、
国
民
生

活
及
び
経
済
活
動
並
び
に
観
光
振
興
等
に

欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
中
、
今

後
の
安
定
的
な
海
上
輸
送
を
確
保
す
る
に

あ
た
っ
て
は
、
海
上
輸
送
を
担
う
船
員
の

安
定
し
た
確
保
育
成
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

特
に
内
航
海
運
に
お
い
て
は
、
年
齢
構
成

を
見
る
と
50
歳
以
上
の
割
合
が
５
割
程
度

と
高
い
状
況
に
な
っ
て
お
り
、
数
年
後
に

は
船
員
不
足
が
生
じ
る
と
予
測
さ
れ
、
海

上
輸
送
を
維
持
・
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め

に
は
、
若
年
内
航
船
員
の
確
保
が
喫
緊
の

課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　沖
縄
県
に
お
い
て
も
全
国
と
同
様
の
傾

向
が
あ
る
た
め
、
沖
縄
海
事
産
業
人
材
確

保
・
育
成
推
進
協
議
会
で
は
、
内
航
船
員

の
仕
事
に
興
味
を
持
つ
き
っ
か
け
を
作
り
、

将
来
、
職
業
と
し
て
内
航
船
員
を
選
択
し

て
も
ら
う
た
め
、
各
種
取
組
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　高
校
生
に
対
す
る
取
組
と
し
て
は
、
令

和
６
年
７
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
沖
縄
水

産
高
校
、
宮
古
総
合
実
業
高
校
の
生
徒
を

対
象
に
県
内
の
船
社
の
協
力
を
得
て
、
内

航
船
（
貨
物
船
、
旅
客
フ
ェ
リ
ー
な
ど
）

で
「
就
業
体
験
（
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）」

を
実
施
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
生
徒
か
ら

は
「
普
段
経
験
で
き
な
い
こ
と
を
体
験
で

き
た
」「
内
航
海
運
の
仕
事
に
魅
力
を
感
じ

た
」
な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　中
学
生
に
対
す
る
取
組
と
し
て
は
、
同

年
７
月
31
日
に
沖
縄
水
産
高
校
で
、
中
学

生
の
ほ
か
、
保
護
者
や
教
員
も
対
象
に
、

船
員
の
仕
事
や
資
格
に
つ
い
て
の
説
明
や

操
船
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
体
験
、
実
習
船
の

見
学
な
ど
の
「
体
験
学
習
」
を
実
施
し
ま

し
た
。
ま
た
、
11
月
11
日
に
は
宮
古
総
合

実
業
高
校
の
協
力
を
得
て
、
伊
良
部
島
中

学
校
の
生
徒
へ
同
様
の
「
体
験
学
習
」
を

実
施
し
ま
し
た
（
操
船
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー

体
験
を
除
く
）。参
加
し
た
生
徒
か
ら
は「
船

員
と
い
う
仕
事
に
興
味
を
持
っ
た
」「
船
員

に
な
る
た
め
に
水
産
高
校
へ
の
進
学
を
考

え
た
い
」
と
い
う
声
も
あ
り
ま
し
た
。

　運
輸
部
で
は
今
後
と
も
、
若
年
内
航
船

員
の
人
材
確
保
・
育
成
に
向
け
た
取
組
を

積
極
的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

お
問
合
せ
先

　運
輸
部
　船
舶
船
員
課

　☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
８
３
８

～中高生を対象に就業体験・
体験学習を実施～

就業体験（乗船風景）

体験学習（シミュレーター体験）

体験学習（船員の仕事説明）

体験学習（実習船見学）

仕
事
の窓窓

運輸部 No.17

お
問
合
せ
先

　南
部
国
道
事
務
所
　調
査
第
一
課
　

　☎
０
９
８ ‒ 

８
６
１ ‒ 

２
３
３
６

「
第
１
回
胡
屋
地
区

交
通
結
節
点
整
備
検
討
委
員
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
！

「
名
護
市
総
合
交
通

タ
ー
ミ
ナ
ル
検
討
部
会
」を

開
催
し
ま
し
た
！

　令
和
６
年
10
月
24
日
に
、
沖
縄
市
の
沖

縄
ア
リ
ー
ナ
に
て
、「
第
１
回
胡
屋
地
区
交

通
結
節
点
整
備
検
討
委
員
会
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

　本
会
は
沖
縄
市
胡
屋
・
中
央
地
区
に
お

け
る
公
共
交
通
・
自
動
車
・
自
転
車
・
徒

歩
等
の
各
種
交
通
モ
ー
ド
間
の
連
携
強
化

及
び
、
沖
縄
市
の
ま
ち
づ
く
り
と
一
体
と

な
っ
た
交
通
結
節
点
整
備
の
具
体
化
に
向

け
た
検
討
会
の
第
１
回
と
し
て
開
催
さ
れ

た
も
の
で
す
。

　検
討
会
に
は
学
識
関
係
者
、
バ
ス
や
タ

ク
シ
ー
等
の
交
通
事
業
者
、
商
業
等
事
業

者
、
行
政
各
関
連
部
署
等
含
め
て
、
約
30

名
が
出
席
し
、
交
通
結
節
点
整
備
の
実
現

に
向
け
て
議
論
を
行
い
ま
し
た
。

　会
議
に
お
い
て
は
、
沖
縄
市
や
沖
縄
県

か
ら
、
市
・
県
の
考
え
る
ま
ち
づ
く
り
や

人
々
の
移
動
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
ま
た

南
部
国
道
事
務
所
か
ら
当
該
地
域
の
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
や
課
題
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
た

交
通
結
節
点
整
備
の
方
向
性
に
つ
い
て
そ

れ
ぞ
れ
説
明
を
行
い
、
望
ま
し
い
結
節
点

の
実
現
に
向
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
お
立
場
か

ら
忌
憚
な
い
ご
意
見
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

　引
き
続
き
、
交
通
結
節
点
整
備
の
方
向

性
等
を
議
論
し
、
交
通
結
節
点
に
求
め
ら

れ
る
機
能
等
の
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

お
問
合
せ
先

　北
部
国
道
事
務
所
　調
査
課
　

　☎
０
９
８
０ ‒ 

５
２ ‒ 

４
３
５
０

　名
護
市
と
沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、
名

護
市
中
心
市
街
地
ま
ち
づ
く
り
と
一
体
と

な
っ
た
「
名
護
市
総
合
交
通
タ
ー
ミ
ナ
ル

計
画
」
の
策
定
に
向
け
、
令
和
６
年
７
月

９
日
に
第
１
回
目
の
「
名
護
市
総
合
交
通

タ
ー
ミ
ナ
ル
検
討
部
会
」
を
開
催
し
ま
し

た
。　第

１
回
は
、
名
護
市
を
含
め
た
北
部
地

域
に
お
け
る
地
域
・
交
通
の
課
題
、
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
に
つ
い
て
議
論
を
行
い
、
交
通

タ
ー
ミ
ナ
ル
の
目
指
す
姿
及
び
基
本
目
標

を
設
定
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
名
護
市
総

合
交
通
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
求
め
る
機
能
や
整

備
に
対
す
る
意
向
等
を
把
握
す
る
た
め
関

係
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
公
共
交
通
利
用

者
に
対
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
調

査
内
容
を
と
り
ま
と
め
、
令
和
６
年
11
月

12
日
に
第
２
回
目
の
検
討
部
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　第
２
回
で
は
、
名
護
市
総
合
交
通
タ
ー

ミ
ナ
ル
の
整
備
方
針
（
素
案
）
に
つ
い
て
、

区
域
・
施
設
配
置
の
考
え
方
に
つ
い
て
議

論
を
行
い
ま
し
た
。

　今
後
は
、
区
域
・
施
設
配
置
計
画
や
交

通
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
整
備
イ
メ
ー
ジ
等
に
つ

い
て
議
論
を
行
い
、
整
備
方
針
の
策
定
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

第１回胡屋地区交通結節点整備検討委員会の様子

第２回名護市総合交通ターミナル検討部会の様子
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